
『現代文Ａ』(現Ａ303)についてのシラバス案 
 

 科目 

 現代文Ａ 

 単   位   数  ２ 単 位  

 学科・学年・学級  
 

１ 学習の到達目標など 
 

 学 習 の 到 達 目 標  近代以降の様々な文章を読むことによって，我が国の言語文化に対する理解を深め，生涯にわたって読書に親しみ，国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

 使用教科書・副教材など  『現代文Ａ』（三省堂） 
 
 

２ 評価の観点の趣旨 
 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

文章を読む楽しさを味わい読書に親しむとともに，言語文化に対する関 
心を深め，国語を尊重してその向上を図ろうとしている。 

目的に応じて，まとまりのある近代以降の文章を読み，自分の考えを深 
め，発展させている。 

言語文化及び言葉の特徴などの理解を深め，知識を身に付けている。 

 
 

３ 学習計画及び評価方法など 

(1) 学習計画など 
 

 第  １  学  期 

 月  教材  配 
 当 
 時 
 間 

学習のねらい 言語活動例 単元の目標  具体的な評価規準 評価方法  考 
 査 
 範 
 囲 

 ４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ７ 

 ウオーミングア 
 ップ 文章を視 
 写しよう① 

 １ ○文章を視写する活動を通じて， 
語彙を豊かにし，文章の要点を 
つかむ技術を身につける。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

視写を通じて，題材やテーマについて考察 
しようとする態度を身につける。 

 視写を通じて，ものの見方や考え方を広げようと 
 している。 

行動の観察  第 
 １ 
 学 
 期 
 中 
 間 
 考 
 査 

読む 
能力 

文章の展開をたどりながら文章を読む。  文章の組み立てに注意しながら筆者の思考の筋道 
 を読み取っている。 

記述の点検 

知識・ 
理解 

段落構成の関係を理解する。  段落相互の働きについて理解を深めている。 発言や記述の 
分析 

 三浦しをん「求 
 めるものに応え 
 てくれる」 

 ３ ○あらためて「本」を読むことの 
意味について考える。 

○特徴的な語り方に注意して，筆 
者の「本」に対する思いを読み 
取る。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

「本」を読むことの意味について，筆者の 
語り方を通じて考えようとする。 

 「本」を読むことの意味について考えを深めよう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

文章の内容に着目し，筆者の主張を読み取 
る。 

 文章の内容から，筆者の考えを理解している。 記述の分析 

知識・ 
理解 

主な常用漢字について使い方を理解する。  主な常用漢字の音訓の正しい使い方を身につけて 
 いる。 

記述の点検 

 表現プラザ１絵 
 画をもとに物語 
 を作ろう 

 ３ ○絵の細部にも注目しながら想像 
力を働かせ，「時・場所・人物」 
を意識して物語を構想する。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

 書く目的にふさわしい材料を，多様な方 
法で収集し，用途などに応じて適切に選ぼ 
うとする。 

  書く目的にふさわしい材料を，多様な方法で収 
 集し，用途などに応じて適切に選ぼうとしている。 

行動の観察 

読む 
能力 

 事実や事柄などを，対象に忠実にかつ正 
確に，読み手によくわかるよう具体的に説 
明する。 

  事実や事柄などを，対象に忠実にかつ正確に， 
 読み手によくわかるよう具体的に説明している。 

記述の分析 

知識・ 
理解 

 正しく理解し使いこなせる言葉の数を増 
やす。 

  正しく理解し使いこなせる言葉の数を増やして 
 いる。 

記述の点検 

 茂木健一郎「最 
 初のペンギン」 

 ４ ○人間社会の中での「最初のペン 
ギン」とは，どのような存在な 
のかを読み取る。 

○「最初のペンギン」の行為に潜 
む生命の本質と人間との関わり 
に関する論理を読み解く。 

 
学習指導要領の指導事項 ア 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

 具体例がどのようなものであり，どのよ 
うな意味をもっているのかを捉えようとす 
る。 

  「最初のペンギン」とは生物界ではどのような 
 存在であり，どういう役割を担っているのかを捉 
 えようとしている。 

行動の観察 

読む 
能力 

 新しい発想や着眼点から書かれた随想を 
読み，人間と，人間が生きる社会とはどの 
ようなものなのかを捉える。 

  「最初のペンギン」のような存在は，人間社会 
 の中ではどのような役割を担っているのか，筆者 
 の考えを理解している。 

行動の分析 
記述の分析 

知識・ 
理解 

主な常用漢字について使い方を理解する。  主な常用漢字の音訓の正しい使い方を身につけて 
 いる。 

記述の点検 

 文学の名作１・ 
 近現代文学史 
 （資料編） 

 １ ○表現に即して時代背景と表現の 
特徴を読み取り，近代の文章を 
想像力豊かに読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 エ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

近代文学の世界を，想像力豊かに読み味わ 
おうとする態度を身につける。 

 表現に即して，内容を味わいながら文章を読もう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

表現に即して時代背景と表現の特徴を読み 
取ろうとしている。 

 表現に即して時代背景と表現の特徴を読み取って 
 いる。 

発言の分析 

知識・ 
理解 

近代の文章や文学の変遷を理解する。  作者の思想や作品について，理解を深めている。 発言の分析 

 ウオーミングア 
 ップ 文章を視 
 写しよう② 

 １ ○文章を視写する活動を通じて， 
語彙を豊かにし，文章の要点を 
つかむ技術を身につける。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

視写を通じて，題材やテーマについて考察 
しようとする態度を身につける。 

 視写を通じて，ものの見方や考え方を広げようと 
 している。 

行動の観察  第 
 １ 
 学 
 期 
 期 
 末 
 考 
 査 

読む 
能力 

文章の展開をたどりながら文章を読む。  文章の組み立てに注意しながら筆者の思考の筋道 
 を読み取っている。 

記述の点検 

知識・ 
理解 

段落構成の関係を理解する。  段落相互の働きについて理解を深めている。 発言や記述の 
分析 

 太田光「アマガ 
 エル」 

 ３ ○小さなアマガエルに映し出され 
る少年の繊細な感受性と心の変 
化を，叙述にそって読み取る。 

○視覚・聴覚による感覚表現と， 
主人公の心象表現との関わりや， 
その表現効果を捉える。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

文章に描かれた人物，情景，心情などを表 
現に即して読み味わおうとする。 

 人物，情景，心情などを，どうして筆者がこのよ 
 うに描いているのかに気づこうとしている。 

行動の観察 

読む 
能力 

文章に描かれた人物，情景，心情などを表 
現に即して読み味わっている。 

 人物，情景，心情などを，どうして筆者がこのよ 
 うに描いているのかに気づいている。 

記述の確認 

知識・ 
理解 

国語における言葉の成り立ち，表現の特色 
及び言語の役割などを理解している。 

 文章の形態や文体の違いによる特色について理解 
 している。 

行動の観察 

 角田光代「旅す 
 る本」 

 ４ ○「本」との関わりをとおして「私」 
の人生への向き合い方を考える。 

○物語の構成や描写に注目して小 
説を読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

文章に描かれた人物，情景，心情などを表 
現に即して読み味わおうとする。 

 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即 
 して読み味わっている。 

行動の観察 

読む 
能力 

人物，情景，心情などを，どうして筆者が 
このように描いているのかに気づこうとし 
ている。 

 人物，情景，心情などを，どうして筆者がこのよ 
 うに描いているのかに気づいている。 

記述の確認 

知識・ 
理解 

国語における言葉の成り立ち，表現の特色 
及び言語の役割などを理解している。 

 文章の形態や文体の違いによる特色について理解 
 している。 

行動の観察 

 文学の名作２・ 
 近現代文学史 
 （資料編） 

 １ ○表現に即して時代背景と表現の 
特徴を読み取り，近代の文章を 
想像力豊かに読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 エ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

近代文学の世界を，想像力豊かに読み味わ 
おうとする態度を身につける。 

 表現に即して，内容を味わいながら文章を読もう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

表現に即して時代背景と表現の特徴を読み 
取ろうとしている。 

 表現に即して時代背景と表現の特徴を読み取って 
 いる。 

発言の分析 

知識・ 
理解 

近代の文章や文学の変遷を理解する。  作者の思想や作品について，理解を深めている。 発言の分析 

 
 【課題・提出物など】 
  ① 授業で使用したプリントやワークシート ② 授業で作成した資料や制作物など ③ 相互評価カード ④ 授業ノート 
 【第１学期の評定方法】 
    ① 課題テスト，提出物の評価と定期考査の成績，小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度などを総合して評価し，10段階に評定します。 
    ② 学期全体の評定は，提出物の評価10％，期末考査の成績60％，小テスト10％，学習活動への参加の姿勢や態度20％です。 



  

 第  ２  学  期 

 月  教材  配 
 当 
 時 
 間 

学習のねらい 言語活動例 単元の目標  具体的な評価規準 評価方法  考 
 査 
 範 
 囲 

 ９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 12 

 ウオーミングア 
 ップ 文章を視 
 写しよう③ 

 １ ○文章を視写する活動を通じて， 
語彙を豊かにし，文章の要点を 
つかむ技術を身につける。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

視写を通じて，題材やテーマについて考察 
しようとする態度を身につける。 

 視写を通じて，ものの見方や考え方を広げようと 
 している。 

行動の観察  第 
 ２ 
 学 
 期 
 中 
 間 
 考 
 査 

読む 
能力 

文章の展開をたどりながら文章を読む。  文章の組み立てに注意しながら筆者の思考の筋道 
 を読み取っている。 

記述の点検 

知識・ 
理解 

段落構成の関係を理解する。  段落相互の働きについて理解を深めている。 発言や記述の 
分析 

 高畑勲「眼差し 
 を交わす喜び」 

 ３ ○筆者が絵を見るという行為をど 
のように捉えているか，そして 
絵の中に何を読み取っているか， 
考えを深める。 

○「絵画」の中に読み取った感覚 
的世界を表現する筆者の文章の 
工夫を捉える。 

 
学習指導要領の指導事項 ウ 

イ 外国の文化との関係など 
も視野に入れて，文章の内 
容や表現の特色を調べ，発 
表したり論文にまとめたり 
すること。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図を 
捉えようとする。 

 語句や表現に注意して文脈を捉え，筆者の考えな 
 どを，間違いなく，過不足なく読み取ろうとして 
 いる。 

行動の観察 

読む 
能力 

文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図を 
捉えている。 

 語句や表現に注意して文脈を捉え，筆者の考えな 
 どを，間違いなく，過不足なく読み取っている。 

記述の分析 

知識・ 
理解 

文や文章の組立て，語句の意味，用法及び 
表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにし 
ている。 

 読むことに必要な文章の組立て，語句の意味，語 
 句の用法，表記の仕方について理解している。 

記述の点検 

 表現プラザ２広 
 告の世界 キャ 
 ッチコピーコン 
 テスト 

 ３ ○広告の構成について理解し，そ 
の役割表現の特色について理解 
することができる。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

実用的な文章の意図を捉え，共感したり， 
疑問に思ったり， 
思索したりしようとする。 

 実用的な文章の意図を捉え，共感したり，疑問に思 
 ったり，思 
 索したりしようとしている。 

行動の観察 

読む 
能力 

広告のねらいや表現の仕方について理解す 
る。 

 広告のねらいや表現の仕方について理解してい 
 る。 

行動の観察 

知識・ 
理解 

広告表現の特色について理解する。  広告表現の特色について理解している。 行動の観察 

 福岡伸一「絶え 
 間のない流れの 
 中にある生命」 

 ４ ○生命現象の不思議について考え 
る。 

○実験や事例を手がかりにして， 
筆者が考える生命現象の本質を 
理解する。 

 
学習指導要領の指導事項 ア 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

読むことを通して，書き手の論理の展開の 
仕方を把握しようとする態度を身につける。 

 事例を手がかりにして，筆者が考える生命現象の 
 本質を理解しようとしている。 

行動の観察 

読む 
能力 

筆者の意見と論理の展開を理解し，整理し 
ながら文章を読む。 

 個々の事例の働きと展開を意識しながら，文章を 
 読んでいる。 

発言や行動の 
分析 

知識・ 
理解 

文章の構成の仕方を理解する。  具体例・説明・補足・反証などの文章構成につい 
 て理解を深めている。 

発言や記述の 
分析 

 文学の名作３・ 
 近現代文学史 
 （資料編） 

 １ ○表現に即して時代背景と表現の 
特徴を読み取り，近代の文章を 
想像力豊かに読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 エ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

近代文学の世界を，想像力豊かに読み味わ 
おうとする態度を身につける。 

 表現に即して，内容を味わいながら文章を読もう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

表現に即して時代背景と表現の特徴を読み 
取ろうとしている。 

 表現に即して時代背景と表現の特徴を読み取って 
 いる。 

発言の分析 

知識・ 
理解 

近代の文章や文学の変遷を理解する。  作者の思想や作品について，理解を深めている。 発言の分析 

 ウオーミングア 
 ップ 文章を視 
 写しよう④ 

 １ ○文章を視写する活動を通じて， 
語彙を豊かにし，文章の要点を 
つかむ技術を身につける。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

視写を通じて，題材やテーマについて考察 
しようとする態度を身につける。 

 視写を通じて，ものの見方や考え方を広げようと 
 している。 

行動の観察  第 
 ２ 
 学 
 期 
 期 
 末 
 考 
 査 

読む 
能力 

文章の展開をたどりながら文章を読む。  文章の組み立てに注意しながら筆者の思考の筋道 
 を読み取っている。 

記述の点検 

知識・ 
理解 

段落構成の関係を理解する。  段落相互の働きについて理解を深めている。 発言や記述の 
分析 

 川上弘美「境目」  ３ ○「境目」がもつ不思議について 
考える。 

○事例を手がかりにして，「境目」 
がもたらすことの意味を理解す 
る。 

 
学習指導要領の指導事項 ウ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

読むことを通じて，筆者の思考を想像力豊 
かに読み取ろうとする態度を身につける。 

 想像力を働かせながら文章を読もうとしている。 行動の観察 

読む 
能力 

事例を手がかりにして，「境目」がもたらす 
ことの意味を理解する。 

 事例を手がかりにして，「境目」がもたらすこと 
 の意味を理解している。 

発言や記述の 
分析 

知識・ 
理解 

表現の特色を理解する。  文体やレトリックなど，表現の特色について理解 
 を深めている。 

発言や記述の 
分析 

 鷲田清一「モー 
 ド化する社会」 

 ４ ○筆者の主張する「モードの論理」 
を読み取り，現代社会について 
考えを深める。 

○具体例や外来語の意味に注意し 
ながら，筆者の主張を読み取る。 

 
学習指導要領の指導事項 ア 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

筆者の問題意識を把握しながら文章を読も 
うとする態度を身につける。 

 筆者の問題意識を把握しながら文章を読もうとし 
 ている。 

行動の観察 

読む 
能力 

文章を読むことを通して，視野の拡大と思 
考の深化を目指す。 

 筆者の考えをもとに自分の考えを深め，発展させ 
 ようとしている。 

記述の分析 

知識・ 
理解 

正しく理解し使いこなせる言葉の数を増や 
す。 

 複合語や連語などについての理解を深めている。 記述の分析 

 姜尚中「人はな 
 ぜ働くのか」 

 ４ ○人はなぜ，働くのだろう。 
○働くことの意味とはなんだろう。 
 
学習指導要領の指導事項 ア 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図を 
捉えようとする。 

 語句や表現に注意して文脈を捉え，筆者の考えな 
 どを，間違いなく，過不足なく読み取ろうとして 
 いる。 

行動の観察 

読む 
能力 

文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図を 
捉えている。 

 語句や表現に注意して文脈を捉え，筆者の考えな 
 どを，間違いなく，過不足なく読み取っている。 

記述の分析 

知識・ 
理解 

文や文章の組立て，語句の意味，用法及び 
表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにし 
ている。 

 読むことに必要な文章の組立て，語句の意味，語 
 句の用法，表記の仕方について理解している。 

記述の点検 

 表現プラザ３自 
 分の思いを表現 
 する（江國香織 
 「とるにたらな 
 いものもの 輪 
 ゴム」） 

 ３ ○筆者の文章を参考にしながら， 
自分の経験を交えて文章を作成 
する。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

読むことを通して，書き手の文章の展開の 
仕方を把握しようとする態度を身につける。 

 筆者の語り方に注意しながら，文章を読もうとし 
 ている。 

発言や行動の 
分析 

読む 
能力 

文章の展開例を理解した上で，自分の経験 
や思いを整理する。 

 個々の言葉のつながりと展開を意識しながら，文 
 章を書いている。 

記述の分析 

知識・ 
理解 

わかりやすい文章の構成の仕方を理解する。  具体例・説明・補足などの文章構成について理解 
 を深めている。 

発言や記述の 
分析 

 文学の名作４・ 
 近現代文学史 
 （資料編） 

 １ ○表現に即して時代背景と表現の 
特徴を読み取り，近代の文章を 
想像力豊かに読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 エ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

近代文学の世界を，想像力豊かに読み味わ 
おうとする態度を身につける。 

 表現に即して，内容を味わいながら文章を読もう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

表現に即して時代背景と表現の特徴を読み 
取ろうとしている。 

 表現に即して時代背景と表現の特徴を読み取って 
 いる。 

発言の分析 

知識・ 
理解 

近代の文章や文学の変遷を理解する。  作者の思想や作品について，理解を深めている。 発言の分析 

 
 【課題・提出物など】 
    ① 夏休みの課題 ② 授業で使用したプリントやワークシート ③ 授業で作成した資料や制作物など ④ 相互評価カード ⑤ 授業ノート 
  【第２学期の評定方法】 
    ① 課題テスト，提出物の評価と定期考査の成績，小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度などを総合して評価し，10段階に評定します。 
    ② 学期全体の評定は，提出物の評価10％，期末考査の成績60％，小テスト10％，学習活動への参加の姿勢や態度20％です。 



  

 第  ３  学  期 

 月  教材  配 
 当 
 時 
 間 

学習のねらい 言語活動例 単元の目標  具体的な評価規準 評価方法  考 
 査 
 範 
 囲 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 

 ウオーミングア 
 ップ 文章を視 
 写しよう⑤ 

 １ ○文章を視写する活動を通じて， 
語彙を豊かにし，文章の要点を 
つかむ技術を身につける。 

 
学習指導要領の指導事項 イ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

視写を通じて，題材やテーマについて考察 
しようとする態度を身につける。 

 視写を通じて，ものの見方や考え方を広げようと 
 している。 

行動の観察  第 
 ３ 
 学 
 期 
 期 
 末 
 考 
 査 

読む 
能力 

文章の展開をたどりながら文章を読む。  文章の組み立てに注意しながら筆者の思考の筋道 
 を読み取っている。 

記述の点検 

知識・ 
理解 

段落構成の関係を理解する。  段落相互の働きについて理解を深めている。 発言や記述の 
分析 

 夏目漱石「夢十 
 夜」 

 ５ ○夢の中のイメージの飛躍を楽し 
む。 

○想像豊かに読み取り，独特の世 
界を味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 イ／エ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をした 
り，印象に残った内容や場 
面について文章中の表現を 
根拠にして説明したりする 
こと。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

「夢」として構成された一見荒唐無稽なイ 
メージの連なりの中に，人間の存在の奥深 
さが表れている。現実とは異なるリアリテ 
ィーの世界を読み取っていく中で人のここ 
ろというものの不可思議について考える。 

 比喩や象徴的表現に興味をもって読解しようと 
 し，「夢」というものの不思議な世界に興味をも 
 ち，この作品を通じて考えを深めようと努めてい 
 る。 

行動の観察 

読む 
能力 

「夢」の飛躍するイメージによってしか表 
現できない不可思議な心のあり方を，叙述 
を正確に追いながらつかんでいく。「夢」と 
して構成された作品の意味についても考え 
る。 

 描かれている場面を的確に映像化し，具体的なイ 
 メージとしてとらえられる。また，「夢」の象徴 
 的な表現から，その底に隠されている人間の根源 
 的な願望についても考えをめぐらしている。 

記述の確認 

知識・ 
理解 

基礎的な語彙と文章に即した慣用句，詩的 
な表現技巧などに慣れ，文章表現に生かせ 
るようにする。 

 一語一語が丁寧に組み立てられた作品であること 
 を理解し，その中に使われている個々の語のイメ 
 ージを正確に読み取ることができるとともに，こ 
 とばに対する感覚を豊かなものにしている。 

行動の観察 

 中島敦「山月記」  ５ ○主人公の生き方や人間の運命に 
ついて考えを深める。 

○漢文調の文章を味わうとともに， 
人物の言動から人物像を明らか 
にする。 

 
学習指導要領の指導事項 ウ／エ 

ア 文章の調子などを味わい 
ながら音読や朗読をしたり 
印象に残った内容や場面に 
ついて文章中の表現を根拠 
にして説明したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

小説の話の展開のおもしろさを理解しよう 
とする。 

 中国の古典を基にした虎への変身譚のおもしろさ 
 がどのようなところにあるのか，理解しようとし 
 ている。 

行動の観察 

読む 
能力 

自己を物語ることにより，主人公が自己を 
みつめ，変貌していく姿を読み取る。 

 主人公・李徴が苦悩し，破滅し，再会した旧友に 
 自らを語ることにより，自己をみつめ，変貌する 
 姿を捉えている。 

行動の分析 
記述の分析 

知識・ 
理解 

小説の構成について理解する。  小説の緊密に計算された構成について理解してい 
 る。 

行動の確認 

 文学の名作５・ 
 近現代文学史 
 （資料編） 

 １ ○表現に即して時代背景と表現の 
特徴を読み取り，近代の文章を 
想像力豊かに読み味わう。 

 
学習指導要領の指導事項 エ 

ウ 図書館を利用して同じ作 
者や同じテーマの文章を読 
み比べ，それについて話し 
合ったり批評したりするこ 
と。 

関心・ 
意欲・ 
態度 

近代文学の世界を，想像力豊かに読み味わ 
おうとする態度を身につける。 

 表現に即して，内容を味わいながら文章を読もう 
 としている。 

行動の観察 

読む 
能力 

表現に即して時代背景と表現の特徴を読み 
取ろうとしている。 

 表現に即して時代背景と表現の特徴を読み取って 
 いる。 

発言の分析 

知識・ 
理解 

近代の文章や文学の変遷を理解する。  作者の思想や作品について，理解を深めている。 発言の分析 

 
 【課題・提出物など】 
    ① 冬休みの課題   ② 授業で使用したプリントやワークシート   ③ 授業で作成した資料や制作物など ④ 相互評価カード ⑤ 授業ノート 
  【第３学期の評定方法】 
    ① 課題テスト，提出物の評価と定期考査の成績，小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度などを総合して評価し，10段階に評定します。 
    ② 学期全体の評価は，提出物の評価10％，期末考査の成績60％，小テスト10％，学習活動への参加の姿勢や態度20％です。 
 
 

 【年間の学習状況の評定方法】 
  「関心・意欲・態度」「読む能力」「知識・理解」の観点で評価した，第１学期，第２学期，第３学期それぞれの成績を総合し，年間の学習成績として５段階で評定します。 

 
 

 
 確かな学力を身につけ 
 るためのアドバイス 

 ・「現代文Ａ」は，近代以降の様々な文章を読むことによって，我が国の言語文化に対する理解を深め，生涯にわたって読書に親しみ，国語の向上や社会生活の充実を図ることが目的です。 
  これまでの学習で培った国語の表現力，理解力に加え，それらの能力を基盤として，人と人の関係の中で，互いの立場や考えを尊重しながら，伝え合う力を高めることをこころがけてくだ 
  さい。また，近代文学をはじめとするさまざまな言語文化に目を向け，それらを享受して理解を深め，国語を愛し育てる態度を培ってください。 
 ・目的や課題に応じて，さまざまな情報を収集し活用して，進んで表現するよう努めてください。 
 ・学んだことを定着させるためには復習が肝要です。教科書・授業ノートを確かめながら学習内容を整理しましょう。 

 授業を受けるにあたっ 
 て守ってほしい事項 

 ・授業中に感じた疑問などは，その場で質問してください。 
 ・課題・提出物などは期限内に必ず提出してください。 
 ・相互評価に際しては，客観的，建設的な評価を行うよう努めてください。 

 
 


